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インターネットで毎月新刊情報をお届け！
医学出版の書籍情報，雑誌の最新号・バック
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お問い合わせ先　
第29回日本糖尿病合併症学会 運営事務局
〒252-0143　神奈川県相模原市緑区橋本6-4-12-4F 株式会社コンベンション・ラボ
E-Mail：jsdc29@conventionlab.net
TEL：042-707-7275　FAX：042-707-7276

◆ 第29回日本糖尿病合併症学会
日　程：	2014年10月3日（金）〜4日（土）
会　場：	都市センターホテル
	 （〒102-0093	東京都千代田区平河町2-4-1）
	 シェーンバッハ・サボー
	 （〒102-0093	東京都千代田区平河町2-7-5）
会　長：		門脇　孝	（東京大学大学院	医学系研究科	糖尿病・代謝内科	教授）

	H　P：	http://jsdc29.com/

学会のご案内
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